
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

小学校第４学年     

社会科 
 

〇 地域の伝統行事を学習することにより、地域の社会・歴史への理解を深める。 

○ 郷土を愛する態度を養い、将来の地域文化の担い手としての意識を育む。 

学習のねらい 

奈良県下ではオンダ（御田）祭りと呼ばれる祭りが６０例近く確認されている。こ

れは、神社で稲作の作業を模倣することで豊作を祈願する予祝行事である。この祭り

以外にも県下にはさまざまな伝統行事があり、これらの学習を通して、継承されてき

た民俗文化や行事を支えてきた人々の思いについて理解を深めることができる。 

郷土の資源について 

第４学年 県内の伝統や文化 

学習指導要領上の位置付け 

学習の流れ 

１．主にオンダ祭りを取り上げ、奈良の伝統行事について学ぶ。（本時） １時間 

２．地域の祭りを担っている方や昔のことを知っている年配の方など 

へインタビューを行う等の調べ学習を行う。 
２時間 

３．調べた内容をまとめて発表し、感想を述べ合う。 

 

１時間 

・「楽しく学べる ならの文化財」奈良県教育委員会文化財保存課 平成２９年 

https://static.nara-ebooks.jp/actibook_data/new/201703290719_isekiguide_l/HTML5/pc.html#/page/1 

・「奈良の歳時記」岩井宏實 平成２１年 

・「地域の祭りを題材とした授業実践例」信州大学 

http://kyoushoku.shinshu-u.ac.jp/kyoushoku/study/c/c2.pdf 

 

参考文献・Web ページ 

③オンダ祭りに注目しよう 



 

 学習活動 指導上の留意点（※評価規準） 備 考 

導 

入 

○祭りについて

知っているこ

とを述べ合う。 

 

・祭りに参加した体験や祭りが行われる理

由など、自由に意見を出させる。 

・本時は、オンダ祭りについて学習するこ

とを伝える。 

 

 

 

 

 

 

展 

開 

○オンダ祭りで

演じられてい

ることは何か

意見を述べ合

い、考える。 

・資料から稲作の作業を演じていることを

読み取らせる。 

・稲作のプロセス（苗代つくり～田植え）

を振り返らせる。 

資料（オンダ祭りの

写真） 

・苗代作りの所作 

・牛を使う所作 

・田植えの所作 

○オンダ祭りが

どの季節に行

われているか

考える。 

○オンダ祭りの

目的やなぜ神

社で行われる

のか、考える。 

・初春（稲作開始前）の行事であることを、

観客の服装等で読み取らせる。 

・豊作を期待し祈るため、事前に稲作の作

業を模倣していることを理解させる。 

・地域の氏神への祈願のため神社で行われ

ることを理解させる。 

※オンダ祭りが豊作を祈願するお祭りであ

ることを理解している。 

 

○「奈良の祭り歳

時記」の説明を

聞き、意見を述

べ合う。 

・祭りには、農業に関係する行事だけでな

く先祖供養に主眼を置いた行事等もある

ことについて説明する。 

資料 

・「奈良の祭り歳時

記」（『楽しく学べる 

ならの文化財』） 

○祭りに携わっ

ている方の思

いについて意

見を述べ合う。 

 

 

 

ま
と
め 

○本時の学習を

振り返り自分

の考えをノー

トにまとめる。 

・次時は、地域の祭りについて 

調べることを伝える。 

 

夏休みの課題等を利用して、祭りだけでなく伝説・昔話等についても自主的に調

べ、まとめていく活動ができる。 

発展的な学習の例 

オンダ祭りはどのような祭りで、何のために行うのだろう 

展開例（本時１／４） 


